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概  要 

 

プラスチック工業材料として環境適合材料等を用いる場合、それぞれの使用

環境中に合った分解性など、幅広い特性が求められる。そこでＪＩＳ等の本格

的な生分解性試験の前段階として、酵素やコンポスト等での分解挙動を調べ、

力学的変化を追跡することで試験環境の最適化を目指している。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

最近、市場に出回りつつある生分解性樹脂・環境適合材料について、環境中

での分解性がいくつかの方法で評価されている。これらの評価では、それぞれ

の樹脂ごとの分解環境による分解速度・挙動の違いが十分に明らかになってい

ない。 

本技術の 

有用性 

生分解性物質の分解性評価は、いろいろな方法で行われているが、その種類

や組成または形状によって、分解挙動や分解速度などが異なっている（表・写

真参照）。本シーズでは、その樹脂に求められる環境に合った試験方法を選択

することが可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

     

適用可能製品 
生分解性樹脂・環境適合材料及びそれらを使用した製品。または、材料中に

それらを部分的に含む材料及び製品。 
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